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株式会社 彩景ファーム
◆代表者・所在地
堀内 直樹 長野県千曲市

◆設立
令和７年３月

◆経営規模
ぶどう1.6ha

◆従業員数
役員３名、パート・アルバイト５名

◆事業内容
ぶどう専作の経営に取り組む。

法人化を期に経営継承

彩景ファーム 堀内氏（右から２人目）と堀内氏家族

堀内氏が農業経営を行う地域は水稲、園芸作物等多

様な農産物が生産されている。中でもぶどう栽培の歴史は

古く、３代目のぶどう生産者も多く盛んで近隣地域を含め

何名かの若手果樹生産者が栽培にとりくんでいるものの、

地域的には、高齢化が進み農家戸数は減少している。

堀内氏は就農５年目に、両親の高齢化に伴う事業継

承と経営管理の適正化の為法人化を考え令和４年度

普及指導員に相談したところ、農業経営・就農支援セン

ター紹介され、法人化を契機とした事業継承を計画した。

■支援チームによる支援計画の策定
中小企業診断士の経営診断により、法人化は雇用環

境整備、税制対策、信用力向上等のメリットがあり、事業

継承のタイミングが得策であるとの診断結果を受けた。

経営戦略会議において支援チームを編成し、支援計画

等を策定した。

支援チーム構成員：

中小企業診断士、社会保険労務士、税理士、

革新支援専門員、普及指導員

経営の法人化を考えており、法人形態の選択、法人化

のメリット・デメリット、最適な法人設立の進め方と事業継

承を考える時期となっており、継承を考慮した法人化後の

経営者の在り方を教えてほしい。

また、法人に必要な税制対策や社会保険の整備、資

産の対処方法、雇用管理などについてもアドバイスがほし

い。

■専門家派遣を通じた助言の実施
支援計画に基づき、普及指導センターが中心になり、専

門家と調整を行った。中小企業診断士等の派遣を通じて、

法人化と法人への経営移譲に向けた支援を行った。

・法人形態・設立向けた助言
（中小企業診断士）
法人化に向けた意見交換・聞き取りを行い、法人の形

態・税制・社会保険などの疑問点や課題の整理、経営

理念・方針・計画を明確にするように助言を行った。

・雇用環境整備に向けた助言
（社会保険労務士）
法人で必要となる労務管理について助言を行った。

就業規則、雇用形態別の社会保険の加入と労働保険

の加入について説明を行った。

設立直前に再度派遣支援を実施し給与からの保険料

控除方法、各種届出先を確認し、税理士への依頼事項

の助言を行った。

・税制対策に向けた助言（税理士）
法人の税制を説明し、個人から法人へ経営の移行時

の、個人及び法人の立場で行う諸手続きの助言を実施し

た。税理士の業務内容について説明を行った。
社会保険労務士よる労務管理整備に関する助言を聞く堀内氏（中央）

法人化

経営継承・相続

経営概要

相談内容２現状と相談までの経緯１

支援内容3



長野県農業経営・就農支援センターは、長野県農業を担う若者を育成・確保するための総合窓⼝として、長野県を始め農

業関係機関・団体によって設立され、関係機関・団体と連携を図りながら、農業の担い手育成、確保に向けたさまざまな支援

を行っています。

組織概要

■相談窓口
【経営・就農相談】
住 所：長野県長野市⼤字南長野字幅下692番２号

長野県庁５階 農村振興課
電話番号：026－235－7245
受付時間：月曜⽇〜⾦曜⽇（年末年始・祝⽇を除く）
受付時間：９：00〜12：00 13：00〜17：00

【経営相談】⼀般社団法人長野県農業会議
住 所：長野県長野市北⽯堂町1177番３号

ＪＡ長野県ビル11階
電話番号：026－225－9642
受付時間：月曜⽇〜⾦曜⽇（年末年始・祝⽇を除く）
受付時間：９：30〜12：00 13：00〜17：00

【就農相談】公益社団法人長野県農業担い手育成基⾦
住所：長野県長野市北⽯堂町1177番３号

ＪＡ長野県ビル４階
電話番号：026－236－3702
受付時間：月曜⽇〜⾦曜⽇（年末年始・祝⽇を除く）
9：30〜12：00 13：00〜17：00

■支援を受けて・・・
意見交換を通じて、法人化に向けた疑問点や進め方の

理解が深まり、法人としての定款や就業規則について専門

家の助言を踏まえ、相談者自身がイメージづくりし作成する

ことで、目指す法人の姿や経営の方向性が明確化された。

喜びの声

法人化に興味を持ち始めた当初は、どこに相談していい

のかも分からない状況でしたが、普及指導センターに相談し

たところ、農業経営・就農支援センターから税理士、中小

企業診断士、社会保険労務士の各先生方を疑問点や

不明点に応じて派遣してくださり、法人化への道筋が明確

になりました。

各先生方やセンターの方々には⼤変お世話になり感謝し

ております。

相談者は、両親の高齢化を踏まえ、円滑な事業継承と

経営管理体制の確立を図るため、法人化を目指すという

目標が明確でした。

今後、法人化に伴う税務・会計面の適正化や従業員の

確保・育成に資する雇用面の整備など、経営体制の強化

を図る必要があります。

支援を通じて、法人の理念・ビジョン・経営について理解

を深め、目指す法人の設立を果たしたので、今後、より安

定した発展が期待できます。

専属スタッフ所感

栽培中シャインマスカット

■今後の展開
専門家からの助言内容を基に、理念、計画に沿った生

産、労務、財務管理をすすめ健全経営を進める。

また、働きやすい会社づくりを目指し、地域の模範的な

中心的担い手として産地の維持に寄与する経営を目指

す。

＜支援機関＞長野県農業経営・就農支援センター

支援を受けた後の経営状況４

長野県庁外観

ＪＡ長野県ビル外観
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